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ひろみっこ 
小中一貫教育目標 

「一生懸命 がんばる」 
 

令和６年度重点目標 

「やってみよう やりぬこう」 

広見小の自慢：どの子も真剣に訓練に取り組みます！ 
  

広見小学校では、「地震」「火災」「引き渡し」「防犯」の訓練を計画的に進めています。 

最近では 11 月 21 日(木)に予告なしの地震避難訓練、翌週の 26 日(火)には、火災避難

訓練を実施しました。その２つの訓練において、子供たちが真剣かつ素晴らしい態度で臨

めていたため、ここに報告したいと思います。 

 

21 日の地震避難訓練では、予告なしの昼休み実施のため、教室にいる子や運動場で遊

んでいる子、委員会活動に取り組む高学年の子等、場所や活動が様々な中で避難を呼びか

ける放送が流れましたが、子供たちは大声を上げることも慌てることもなく、落ち着いて

運動場に集まってきました。ほぼ全員が運動場に整列し終わるまでわずか５分程度しか掛

からず、驚きました。 

26 日の火災訓練では、実際を想定して防火シャッターを下ろしての避難でしたが、子

供たちは全学級が４分以内に全員黙ったまま整列していました。前で見ていた私は本当に見

事な避難訓練だと感心しました。 

さらに、校長の話を聞く態度も良く、とても話しやすかったです。 

地震の話では、５月の地震避難訓練と同じく、「南海トラフ地震」がいかに差し迫ってい

るか、そしてどれ程の被害が想定されているかについて話しました。自分たちの住む静岡

県には地震の揺れの強弱を表す震度の最大値である「震度７」の地域もあることを知っ

て、子供たちはますます真剣な表情でした。 

 

火災の話では、２年前の２月、岳陽中学校で起こった給食室火災について話しました。

生徒たちが真冬のグランドに長い時間避難していた話や、14 人の生徒が救急車で運ばれ

た話、自分たちよりもずっとお兄さんお姉さんの中学生でさえ、地震の避難ではないのに

机の下にもぐってしまった女の子の話に、子供たちは息をのむような表情で聴いてくれまし

た。 

 

 学校は、何よりも大切なお子様たちをお預かりしています。だからこそ、真剣に訓練に

取り組めないような広見小学校では絶対にいけないと思います。安全・安心は学校の最優先事項

です。これからも、自分の命を守るための訓練に、真剣に取り組める子供たちに育んでい

きたいと思います。ご家庭でも、有事の際にはどのように避難するのか…等話題にしてい

ただき、お子様の命を守る意識を高めていただけると幸いです。 




